
令和８年度シラバス（理科） 

                                 学番 28 新潟県立村上高等学校 

教科(科目) 理科（化学基礎） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 数研出版『高等学校 化学基礎』 

副教材等 数研出版『改訂版リードLightノート 化学基礎』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

①未知のものに勇気をもって向き合い、謙虚に、かつ、意欲的に学ぶ生徒の育

成を行います。 
②他者への配慮と心のこもった挨拶や振る舞い方を身に付け、思いやりをもっ

て他者に接することにより、真に信頼される生徒を育成します。 
③学校生活の様々な機会を通じて心と体を鍛え、自分の将来の目標に向け、覚

悟をもって努力する生徒を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

①生徒一人ひとりの学力を高めるために、基礎的な学習の繰り返しにより知識

の定着を図る指導を行います。 
②確かな学力に基づく問題解決力と判断力を身に付けさせるために、教科横断

的な探究学習を行います。 
③専門分野に対する深い理解をもった職員が、質の高い授業を行い、学ぶことの

面白さと喜びを伝えながら、生徒の教養を高めます。 
 

２ 学習目標 

物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、

物質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら,物質とその変化について理解するとともに,科学的に探究するために必

要な観察,実験などに関する基本的な技能を身につけるようにする。 

(2) 観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。 

(3) 物質とその変化に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

３ 指導の重点 

・物質とその変化に関する話題などを織り交ぜながら、化学への興味・関心を高める指導をする。 

・正しく化学の概念を習得できるよう，日々の学習方法について指導する。 

・大学入試に対応できる基礎学力が身につくように指導する。  

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

化学に関わる事物・現象について理

解しているとともに,科学的に探究す

るために必要な観察,実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技

能を習得している。 

化学に関わる事物・現象について,

問題をみいだし見通しをもって観

察,実験などを行い,科学的に考察

し表現しているなど,科学的に探究

している。 

化学に関わる事物・現象に主体的

に関わり,見通しをもったり振り

返ったりするなど,科学的に探究

しようとしている。 

 

５ 評価方法 

評

価

方

法 

各観点における評価方法は次のとおりです。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

以上の観点を踏まえ､ 

・定期考査 

・単元別小テスト 

・観察・実験のレポート 

・問題集等の課題提出状況 

などから､評価します｡ 

以上の観点を踏まえ､ 

・定期考査 

・単元別小テスト 

・観察・実験のレポート 

・問題集等の課題提出状況 

などから､評価します｡ 

以上の観点を踏まえ､ 

・観察・実験のレポート 

・観察・実験の班活動の様子 

・授業中の発言や発表への取組 

・授業振り返りシートの内容 

などから､評価します｡ 

内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要す

る」 で評価します。内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 



６ 学習計画  

月 単元名 
時

間 
教材 学習活動 

評価

の 

観点 

評価方法 

４ 

純物質と混

合物 

 

物質とその

成分 

５ 
教科書 

問題集 

・物質が純物質と混合物とに分類されることを理解す

る。 

・物質が種々の元素から成りたっていることや，元素

が元素記号で表されることを理解する。 

 

・構成する元素の種類によって物質が単体や化合物に

分けられ，さらに単体には性質が異なる同素体があ

ることを理解する。 

ａｃ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

グループワー

ク 

観察・実験のレ

ポート 

５ 

物質の三態

と熱運動 

 

原子と 

その構造 

イオン 

周期表 

６ 
教科書 

問題集 

・物質質に固体・液体・気体の3つの状態があり、そ

れぞれの状態で分子の熱運動のようすが異なり、相

互の変化には熱の出入りが伴うことを理解する。 

・物質を理解する基礎として，物質を構成する基礎的

な粒子である原子と，原子から生じるイオンや原子

が種々の方法で結合した物質について，その構造や

表し方，それらの関係を学ぶ。 

ａｂ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

６ 

イオン結合

とイオン結

晶 

共有結合と

分子 

分子間には

たらく力と

共有結合結

晶と金属結

晶 

７ 
教科書 

問題集 

・原子どうしが結合する場合，イオン結合のように粒

子が電気的な力で結びつくほかに，価電子を共有す

るという方法でも結びつくことを理解する。 

・共有結合からなる物質を表す方法として，分子式を

はじめ電子式や構造式を学び、共有結合において原

子が電子を引きつける強さの違いにより電子のか

たよりが生じて，電気的に正の部分と負の部分がで

きることを学ぶ。 

・無数の原子が共有結合により結合した物質である共

有結合の結晶の性質や金属が身のまわりでどのよ

うに利用されているかも学ぶ。 

ａｂ 

定期考査 

課題の提出 

単元テスト 

授業振り返り

シート 

７ 

 
溶液の濃度 ５ 

教科書 

問題集 

溶液の濃度について，質量パーセント濃度やモル濃度

の定義を学び，固体の溶解度の表し方と溶解度曲線に

ついて理解し，溶解量や再結晶における析出量の計算

方法を身につける。 

ａｃ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

観察・実験のレ

ポート 

８ 
化学反応式

と物質量 
２ 

教科書 

問題集 

・化学変化を化学反応式やイオン反応式で表すことを

学び，それをもとにして化学反応式が表す量的関係

を把握できるようになる。 

ａｂ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

９ 
化学反応式

と物質量 
７ 

教科書 

問題集 

・化学の基礎法則について，原子説の発見までの法則

と分子説発見までの法則という流れから理解する。 
ａｂ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

10 

1 酸･塩基 

 

2 水素イオ

ン濃度とpH 

８ 
教科書 

問題集 

・酸・塩基の定義や酸性・塩基性について，その本質

が何であるかを考え，酸性・塩基性の強さの度合い

の表し方を学ぶ。 

・pHの表し方・中和によって生じる塩の水溶液が必ず

しも中性でないことにも触れる。 

ｂｃ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

グループワー

ク 

11 
中和反応と

塩 
７ 

教科書 

問題集 

・酸と塩基が中和するときに塩と水が生成することを

学ぶ。 

・塩の定義と分類の方法，塩の水溶液の性質及び弱酸・

弱塩基の遊離，揮発性の酸の遊離について理解す

る。 

・中和反応における量的関係，および酸・塩基の強弱

との関係を理解する。 

ａｂ 

定期考査 

課題の提出 

単元テスト 

授業振り返り

シート 

12 中和滴定 ５ 
教科書 

問題集 

・滴定操作により酸や塩基の濃度を求められることを

実験を通して理解し，計算方法も体得する。 

・滴定曲線と指示薬の関係も理解する。 

ａｃ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

観察・実験のレ

ポート 

 



月 単元名 
時

間 
教材 学習活動 

評価

の 

観点 

評価方法 

１ 

1 酸化と還

元 

 

2 酸化剤と

還元剤 

５ 
教科書 

問題集 

・電子の授受による酸化・還元の定義を理解し、酸化

数の考え方を学び，その変化から酸化還元反応の区

別ができるようになる。 

・酸化剤や還元剤のはたらきと，そのときに起こる化

学変化を化学反応式で表せるようになり、酸化還元

反応の量的関係も理解する。 

ｂｃ 

授業への取組 

課題の提出 

単元テスト 

グループワー

ク 

２ 

金属の酸化

還元反応 

 

酸化還元反

応の利用 

５ 
教科書 

問題集 

・金属が水溶液中でイオンになる反応が酸化還元反応

の一つであることと，金属のイオン化傾向が金属の

種類によって異なることを理解する。 

・金属のイオン化傾向と金属単体の化学的性質が密接

に関係していることを学ぶ。 

・電解質水溶液と金属を利用することによって電池が

できることを学び，電池には一次電池と二次電池が

あることを理解する 

ａｂ 

定期考査 

課題の提出 

単元テスト 

授業振り返り

シート 

３ 
化学が拓く

世界 
２ 

教科書 

問題集 

化学基礎で学んだ物質の特徴や化学変化が，食品保

存，化粧品，浄水場といったさまざまな場面の技術と

結びついていることを学習することによって，化学基

礎で学んだことの理解をさらに深める。 

ｂｃ 

授業への取組 

課題の提出 

グループワー

ク 

授業振り返り

シート 

          計64時間（55分授業） 

 

７ 課題・提出物等 

単元毎に必要な実験や演習を行い、レポート等を提出してもらう。単元又は学期ごとに問題演習に取り組み、その 

成果を提出してもらう。 

   

８ 担当者からの一言 

１ 日々の授業や定期考査及び小テストに向けた学習をとおして、必要な知識や技能を身に付けるように努力す

ること。 

２ 学習した内容を日々の生活に結びつけることで、理科は楽しい教科になるので頑張って取り組むこと。 

 

 
 


